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住 所 兵庫県高砂市荒井町小松原5丁目1-10 管理者名 南 千景

電話番号 079-443-5200 対象年度 令和4年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家高砂店 事業所番号 2812100416

利用者数 4~5名

◆
地域にとっての
メリット

:企業と連携を図り、地域に貢献する。

◆
地域連携活動の
ねらい

:
働く喜びを得られる環境の提供。事業所内とは
異なる雰囲気の中で働くことにより、一般就労
への意識を高めていく。

地域連携活動の概要

◆
実施した生産活動
施設外就労の概要

:
マッチの箱詰め及び袋詰め作業
曜日指定なく、週1回～2回

実施日程 令和4年5月～令和5年3月

活動場所 株式会社 日東社 活動の様子の写真・成果物の写真

:
「身だしなみに気をつける」「挨拶をする」「時
間を守る」等、社会性を身につけることが出来
る。

◆ 実施した結果 :
公共交通機関を使って通勤する事により、社会で
働く自信につながった。責任感やチームワークが
身についた。

連携先企業名 株式会社 日東社

①作業の効率化と丁寧に仕上げる事の両立。
②利用者さんの急な休みの時の人員確保。

担当者名
工場⾧ 小林 賢司
職⾧  東内 勝茂

連携先の企業等の意見または評価
連携した結果に対する意見または評価
「挨拶もしっかりと出来ており、黙々と真面目に取り組まれている様子が伺えます。人手が足りず困っている時には大変助
かっています。目標をもって、さらにスピードアップしていけるように頑張って欲しいと思います。これからもよろしくお願
いします。」との評価を頂きました。
改善点:クラフトテープの貼り方が雑なときがあるとの指摘を受け、指導方法も含め、改善に努めます。
今後の連携強化に向けた課題

利用者さんは現地まで、公共交通機関を利用して通勤します。
日によって作業内容が変わりますが、最初に丁寧な説明を行
い、役割を決めてスムーズに作業出来るように指導していま
す。写真はマッチの袋詰め作業です。袋詰め後、シール貼りを
行い、段ボールに詰めて完了です。

◆ 得られた成果 :一般就労への意識が高まった。

◆ 課題点 :作業毎に、より一層の効率化を目指す。

◆
対象者にとっての
メリット

様式１


